
 

  

 

 

 

 

「失敗を糧としてさらなる成長・飛躍へ」 

                                 北海道礼文高等学校長 齊藤 雄大 

 保護者及び地域の皆様方におかれましては、令和３年度の本校の教育活動に対し、 

多大なるご理解とご協力をいただき心から感謝申し上げます。 

 ３月１日、９名の若者たちが保護者の皆様方に見守られながら、三年間学んだ校舎 

をあとにしました。校訓である「誠実・進取」のもと、自ら学び、考え、鍛え、さま

ざまな力を身に付けた高校生活だったと思います。改めまして、今後の活躍に期待します。 

 人は、さまざまな失敗を経験しながら成長します。まず、その失敗を自分でしっかり反省するとともに分析し、

繰り返さないよう行動すること、また、自分で分析することが困難であれば、信頼できる人に相談することによ

り、さらなる成長及び飛躍へと繋がると思います。相談された人も同様だと思います。今後も礼高で出会った仲

間たちと切磋琢磨しながら、有意義な高校生活を送って欲しいと思います。 

 結びになりますが、本校の特徴でもある少人数指導を生かし、生徒一人一人を大切にする教育活動を推進して

いくとともに、地域資源を活用し、心豊かな人間性とグローカルな視点で考え行動する生徒の育成を目指してい

きますので、今後とも応援していただきますようよろしくお願い申し上げます。 

 

 

 ３月１日（火）卒業生９名が保護者と教職員に見守られ学び舎を巣立ちました。 

掃部生徒会長は送辞で「島内生、島外生を問わず、私たち後輩に気軽に声をか 

けてくださり感謝しています。受け継いだ礼高生としての姿を目標に、未来の後 

輩の手本となれるように精一杯努力していきます。」と話しました。 

また、多田前生徒会長は答辞で「誰よりも応援してくれる家族がいたからこそ 

頑張ることができました。頼れる先輩ではなかったが、私達を信じてついてきて 

くれてありがとう。礼高生であったことに誇りを持って歩んでいきます。」と感謝と決意を述べました。 

卒業生は小野町長、川村ＰＴＡ会長、岡村体育文化後援会長の祝辞と、地域の皆様より寄せられた励ましのメ

ッセージを手に社会へと旅立ちました。温かいお言葉ありがとうございました。 

学校評価に関するアンケートについて 
 昨年１２月に実施した学校評価に関するアンケートについて、集計結果を本校のホームページで公表していま

すので、ご覧ください。   （各項目について４点満点で評価した数値） 

  生 徒 保護者 教職員 

評

価

高

い

項
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16 「礼文高校便り」等の各種たよりは、的確な情報を発信している 3.5 3.1 3.8 

９ 新型コロナウイルス対策がしっかりとられている。 3.7 3.3 3.3 

５ 体育大会等の各種行事で生徒の自主性や社会性が養われている 3.5 3.2 3.4 

20 礼文高校の生徒は充実した学校生活を送っている 3.4 3.5 3.1 

６ 学校は相談できる体制を整備している 3.5 3.1 3.3 

評

価

低

い

項

目 

10 施設・設備など教育環境が充実している 2.7 2.5 1.8 

15 ホームページが充実しており開かれた学校づくりに努めている 2.6 2.6 3.3 

５ 生徒が授業に集中し、基礎基本となる学力がみについている 3.1 3.1 2.7 

18 入学者が増加するような、魅力ある特色ある学校づくりを推進 3.1 3.0 2.8 

６ 小中学校や外部団体と連携し地域に根ざした教育活動への取組 3.1 3.0 2.9 
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１年生は１月２８日と２月１日、２年生は１月２７日と２月３日にスキー授業 

を行いました。 

１年生は初めてスキー場を訪れる生徒もいましたが、それぞれが自分のレベル 

を高めることができるように楽しみながら取り組んでいました。２年生は昨年ス 

キーを初めて学習した生徒が、今年は全員がロープ塔を利用しゲレンデを滑り降 

りることができるようになりました。 

生徒たちは冬の北海道ならではの経験を楽しんでいる様子でした。 

 

 

 ３月１８日（金）、１学年の高山植物の授業で、村上様に講師をしていただき久種 

湖で実習を行いました。４月の実習と同じ場所で雪の下のミズバショウを観察しまし 

た。慎重に雪を掘り出して観察しましたが、今年は積雪が多く、掘り出すのに苦労し 

ました。その分、ミズバショウを見つけられたときの感動はとても大きかったようで 

す。今年度の実習はこれで最後となりました。１年間、ご協力いただきました皆様、ありがとうございました。 

 

 

本校の教育活動にご協力いただいた保護者の皆様、多くのご支援をいただいている礼文町及び 

地域の皆様には、とても助けていただき、感謝申し上げます。また、素直で純朴な生徒、生徒一 

人一人を大切にし、粘り強く丁寧に指導していただいた教職員に囲まれた２年間でした。次の異 

動先の浦河高校も地域との密着型の学校です。礼高での教訓を生かし、精進して参ります。 

今後も礼高生徒及び礼文町のさらなる飛躍をご祈念申し上げます。本当に今までありがとうご 

ざいました。 

 

礼文高校には、来年度まで勤務するつもりで３年前に赴任しました。「今年の３月」で退職 

ということを今年度に知り、自分が一番衝撃を受けました。礼文高校での３年間は、３０年 

以上の教員生活のなかで一番幸せな「３年間」でした。心優しい生徒、愉快な生徒、少ない 

人数ながら個性的な、しかし人間力にあふれた生徒たちに囲まれた３年間でした。また、 

たくさんの方々にお世話になった３年間でもありました。本当にありがとうございました。 

 

   私は、前任校で、礼文高校から転勤してきた先生に、毎日のように礼文島のことについての話 

を聞かされ、すっかりその魅力に取りつかれ、札幌から遙々やってきました。 

        あっという間に３年の月日が経ちました。礼文島は思っていた通り大自然を直に感じることが 

できる素晴らしい島でした。島民の方はどなたも人情に厚く様々な場面でお世話になりました。 

        そして、多くの生徒が、都会にはない純朴さと素直さを持ち合わせている礼文高校。短い間で 

すが、小さな学校だからこそできる多くの貴重な体験をさせていただきました。とても楽しかっ 

たです。礼文島での生活は、一生忘れることはないでしょう。本当にありがとうございました。 

 

礼文高校に赴任してからの３年間、生徒だけでなく保護者の皆様、そして地域の皆様方 

に支えられて大変充実した日々を過ごすことができました。新しい環境でも、精進して参 

ります。本当にありがとうございました。 

４月行事予定 

１日（金）学年始休業（～７日）       ２１日（木）海外交流説明会（１年） 

８日（金）入学式・始業式・着任式      ２８日（木）第１回授業参観期間（～２９日） 

１１日（月）対面式              ２９日（金）生徒総会 

１２日（火）進路面談（３年 ～２７日） 

 

 

 

 

 

 
校長 齊藤 雄大 
日高管内 
浦河高校 

３月３0 日 終便離島予定  

 

 

 

 

 
教諭 菊地 信明 
石狩管内（再任用） 
札幌真栄高校 

３月３0 日 1 便離島予定 

 

 

 

 

 

 
教諭 岡﨑 浩志 
石狩管内 
札幌北陵高校 

３月３1 日 1 便離島予定 

 

 

 

 

 

 
教諭 須賀 千博 
日高管内 
日高高校 

３月３0 日 終便離島予定 


